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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月30日(2021.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における疾患の治療または予防での使用のための受容体相互作用セリン／スレオニ
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ンタンパク質キナーゼ１（ＲＩＰＫ１）阻害剤を含む医薬であって、該疾患はκB阻害剤
（IκB）キナーゼ（ＩＫＫ）／核因子κB（NFκB）－シグナル阻害剤での対象の治療によ
る副作用として引き起こされる病理学的または無秩序な免疫応答である、医薬。
【請求項２】
　疾患が、ＩＫＫ／NFκB－シグナル阻害剤での対象の治療による副作用として引き起こ
される全身性好中球増加症または増加したインターロイキン－１（IL-1）放出である、請
求項１に記載の医薬。
【請求項３】
　対象が炎症性疾患に苦しむ、請求項２に記載の医薬。
【請求項４】
　治療または予防が、ＲＩＰＫ１阻害剤およびＩＫＫ／NFκB－シグナル阻害剤の両方の
治療有効量の対象への連続的または同時の投与を含む、請求項１～３のいずれか一項に記
載の医薬。
【請求項５】
　ＩＫＫ／NFκB－シグナル阻害剤がＩＫＫ阻害剤、またはＩＫＫ２／ＩＫＫβ阻害剤で
ある、請求項２～４のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項６】
　ＲＩＰＫ１阻害剤が、小分子、ポリペプチド、ペプチド、糖タンパク質、ペプチド模倣
物、抗原結合タンパク質（ABP）（ここでABPは、抗体、抗体様分子または他の抗原結合誘
導体、またはその抗原結合断片に代表されるもの）、ペプチド核酸（PNA）などの核酸の
変異体または誘導体、CRISPR/Cas9コンストラクトなどの標的遺伝子編集用の遺伝子コン
ストラクト、および／またはガイド核酸（gRNAまたはgDNA）および／またはtracrRNAを含
む、DNAまたはRNAのような核酸、または、アンチセンスまたは阻害性のDNAまたはRNA、リ
ボザイム、RNAまたはDNAアプタマー、RNAi、siRNA、shRNAなどから選択される、請求項１
～５のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項７】
　炎症性疾患の予防または治療に使用するためのＩＫＫ／NFκB－シグナル阻害剤を含む
医薬であって、該予防または治療はＩＫＫ／NFκB－シグナル阻害剤およびＲＩＰＫ１阻
害剤の同時または連続の投与を含む、医薬。
【請求項８】
　ＲＩＰＫ１阻害剤が請求項１～６のいずれか一項に記載の医薬である、請求項７に記載
の医薬。
【請求項９】
　ＩＫＫ阻害剤、またはＩＫＫ２／ＩＫＫβ阻害剤である、請求項７または８に記載の医
薬。
【請求項１０】
　炎症性疾患の治療または予防に使用するための組み合わせを特徴とする医薬であって、
該組み合わせは、ＲＩＰＫ１阻害剤およびＩＫＫ／NFκB－シグナル阻害剤を含む、医薬
。
【請求項１１】
　治療または予防が、炎症性疾患に苦しむ対象へのＩＫＫ／NFκB－シグナル阻害剤の治
療有効量の投与を含む、請求項１０に記載の医薬。
【請求項１２】
　治療または予防が、対象へのＩＫＫ／NFκB－シグナル阻害剤の投与によって引き起こ
される副作用を抑制または防ぐために、対象へＲＩＰＫ１阻害剤の有効量を投与すること
を含む、請求項１０または１１に記載の医薬。
【請求項１３】
　ＲＩＰＫ１阻害剤が請求項１～６のいずれか一項に記載の医薬であり、および／または
、ＩＫＫ／NFκB－シグナル阻害剤が請求項７～９のいずれか一項に記載の医薬である、
請求項１０または１１に記載の医薬。
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【請求項１４】
　疾患の治療または予防に使用するための医薬組成物であって、該疾患が、対象のＩＫＫ
阻害剤治療の副作用、または増加したインターロイキン－１（IL-1）放出または全身性好
中球増加症であり、該医薬組成物は請求項１～６のいずれか一項に記載の医薬、および／
または請求項７～９のいずれか一項に記載の医薬、および／または請求項１０～１３に記
載の医薬を、薬学的に許容される担体および／または賦形剤と共に含む、医薬組成物。
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